
明
治
維
新
成
立
と
と
も
に
、
明
治
政
府
は
日
本
の
近
代
化
、
開
明

化
を
促
進
す
る
た
め
、
欧
米
に
多
く
の
官
費
留
学
生
を
送
っ
た
。
明

治
元
年
当
初
は
海
外
旅
行
を
願
い
出
る
者
に
は
全
国
統
一
の
規
定
が

な
く
、
政
府
と
各
藩
と
が
各
々
の
機
関
を
通
じ
、
免
許
状
を
与
え
て

い
た
が
、
明
治
政
府
は
幕
末
の
留
学
生
の
引
揚
げ
を
仏
全
権
公
使
栗

本
安
芸
守
に
伝
達
し
、
各
国
の
幕
末
留
学
生
を
仏
国
に
集
合
さ
せ
、

一
団
と
し
て
帰
国
す
る
よ
う
に
は
か
っ
た
。
明
治
二
年
正
月
二
十
二

日
、
政
府
は
海
外
在
留
者
に
渡
し
て
い
た
印
鑑
を
改
造
し
、
政
府
が

新
し
く
全
国
的
に
統
一
し
た
海
外
旅
行
許
可
証
を
交
付
す
る
と
と
も

に
留
学
生
や
視
察
者
の
実
態
調
査
を
行
う
目
的
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
六
月
、
外
国
官
知
事
・
伊
達
宗
城
か
ら
医
学
修
業
の
た

め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
を
出
願
し
た
佐
倉
藩
医
の
佐
藤
進
に
新
し
い
形

明
治
前
半
期
欧
州
医
学
留
学
生
に
つ
い
て

ｌ
東
大
初
の
医
学
留
学
生
・
新
藤
二
郎
氏

を
中
心
に
’

新
実
藤
昭

式
に
な
っ
た
海
外
旅
行
免
許
状
第
一
号
が
交
付
さ
れ
た
。

当
時
、
明
治
政
府
は
昌
平
蟹
を
大
学
と
改
め
、
大
学
本
校
（
湯
島
、

の
ち
文
部
省
）
、
大
学
南
校
（
開
成
学
校
）
、
大
学
東
校
（
医
学
所
）
の
三

校
を
お
い
た
。

外
務
省
は
明
治
三
年
六
月
五
日
付
を
も
っ
て
、
「
海
外
留
学
生
姓

名
調
査
書
」
を
太
政
官
の
弁
官
に
提
出
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と

外
務
省
お
よ
び
長
崎
で
海
外
留
学
の
許
可
を
得
た
留
学
生
は
六
十
八

名
に
及
ん
で
い
る
。
外
務
省
は
こ
の
実
態
調
査
か
ら
、
目
特
殊
な
雄

藩
だ
け
が
多
く
派
遣
す
る
こ
と
の
是
正
、
口
年
齢
の
引
下
げ
、
白
留

学
の
経
費
を
各
藩
よ
り
国
家
に
移
行
す
る
こ
と
を
結
論
と
し
た
。

明
治
三
年
よ
り
大
学
南
校
の
海
外
留
学
生
や
軍
事
関
係
の
留
学
が

さ
ら
に
増
加
し
た
が
、
大
学
東
校
は
岩
佐
純
と
相
良
知
安
の
建
白
に

従
っ
て
、
明
治
三
年
二
月
に
ド
イ
ツ
医
学
採
用
を
決
定
し
、
日
本
駐

在
ド
イ
ツ
公
使
を
介
し
て
、
ド
イ
ツ
人
教
師
の
派
遣
を
依
頼
し
た

が
、
普
仏
戦
争
の
た
め
派
遣
が
約
一
年
間
遅
延
し
、
明
治
四
年
八

月
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
が
来
日
し
、
日
本
の
医
学
教
育
を
根

本
か
ら
改
善
す
る
こ
と
を
具
申
し
、
叶
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
医
学

教
育
は
全
課
程
八
年
間
の
期
間
を
終
了
し
た
も
の
に
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
三
年
十
二
月
よ
り
、
大
学
東
校
の
職
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員
か
ら
十
四
名
の
独
国
留
学
生
を
派
遣
し
た
。
こ
れ
ら
は
池
田
謙

斉
、
長
井
直
義
、
大
沢
謙
二
、
北
尾
次
郎
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
留
学

の
目
的
は
独
国
の
医
学
事
情
視
察
、
ド
イ
ツ
医
学
に
日
本
医
学
水
準

を
近
づ
け
る
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
医
学
を
範
と
し
た
大

学
東
校
の
学
生
は
五
十
名
前
後
が
再
試
験
を
行
な
い
明
治
五
年
に
選

ば
れ
東
京
医
学
校
に
入
学
し
た
が
、
八
年
間
の
教
育
課
程
で
校
名
も

東
京
医
学
校
か
ら
東
京
大
学
医
学
部
と
な
り
、
教
師
も
全
て
ド
イ
ツ

人
で
あ
っ
た
。
こ
の
銀
難
を
通
り
抜
け
た
の
は
わ
ず
か
十
八
名
で
あ

っ
た
。
な
お
そ
の
頃
に
な
る
と
、
医
学
部
で
は
例
年
十
二
、
三
名
の

お
雇
い
教
師
に
よ
り
東
大
医
学
部
本
科
生
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
彼
ら
に
対
す
る
給
料
の
総
額
は
一
年
間
で
お
よ
そ
四
万
円
に
も

上
り
、
こ
れ
は
医
学
部
定
額
金
の
三
分
の
一
を
越
え
る
額
に
な
り
、

そ
れ
ら
が
西
南
戦
争
後
の
財
政
困
難
の
中
で
緊
急
問
題
と
し
て
議
論

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
治

十
一
年
十
一
月
卒
業
予
定
の
卒
業
生
の
う
ち
の
抜
群
最
上
級
の
生
徒

を
直
接
に
欧
州
の
大
学
に
留
学
さ
せ
る
、
そ
の
後
、
東
大
の
教
授
と

し
後
進
を
指
導
す
る
こ
と
を
文
部
省
に
伺
い
出
た
。
文
部
省
は
限
定

つ
き
で
許
可
す
と
な
っ
た
。
留
学
生
は
貸
費
留
学
生
規
則
に
準
じ
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
眼
科
専
門
学
、
産
科
及
婦
人
科
専
門
学
、

病
理
学
及
病
理
解
剖
専
門
学
に
つ
い
て
各
一
名
が
撰
挙
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
清
水
郁
太
郎
（
産
科
及
婦
人
科
）
、
新
藤
二
郎
（
病
理
学
）
、
梅

錦
之
亟
（
眼
科
）
の
三
名
が
撰
挙
さ
れ
、
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十

日
、
欧
州
に
向
け
出
発
し
て
い
る
。

新
藤
二
郎
は
明
治
十
三
年
八
月
（
渡
独
後
約
六
ヵ
月
）
で
肺
疾
に
て

喀
血
、
帰
国
し
た
が
、
こ
の
留
学
の
際
の
新
藤
二
郎
の
実
父
・
浅
井

辨
安
の
克
明
に
か
か
れ
た
日
記
が
存
在
す
る
の
で
、
豊
橋
市
、
浅
井

家
か
ら
他
の
資
料
と
と
も
に
報
告
す
る
。
な
お
そ
の
後
の
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
東
京
帝
国
大
学
に
改
名
す
る
ま
で
の
医
学
留
学
生

に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

（
安
城
更
生
病
院
）
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